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①ゼミの２文字を強調し、印象に残るよう際立たせま

した。スクールカラーのグリーンをグラデーションに

して背景に用いたデザインです。 

 

②写真背景 ②背景にゼミのシーンの画像を用いることで、ゼミの

雰囲気を視覚的に訴えることを狙ったデザインです。 

 

 

 

 

ＳＮＳの投票で交通広告のデザインを決定 
～在学生に投票を呼びかけ、大学ブランディングに関わってもらうのが狙い～ 

 
武蔵大学（東京都練馬区/学長 山㟢哲哉）は、2018 年度の交通広告のデザインを SNS の投票で決定します。今回
の取り組みは、交通広告のデザイン選定を通じて、学生に武蔵大学とゼミ教育の魅力を改めて考えてもらうことを狙いとして
おり、本学初の試みになります。投票は在学生、教職員はもちろん一般の方も参加可能です。最も得票数の多かったデ

ザインを 2018 年度の交通広告に起用します。投票は５月 15 日 11 時 30 分まで、Twitter で受付中です。 

 

▎ことわざを通じて伝える「ゼミの武蔵」の魅力  

ことわざを通じて武蔵のゼミや教育プログラムの魅力を伝えることをコンセプトに、３パターンのデザインを用

意しました。 

 

質問：「ゼミの武蔵」のよさを伝える電車内広告のデザインとして最もよいと思うものに投票してください。 

 

①シンプル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②写真背景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゼミの武蔵  －ゼミで磨く 世界を生き抜く力― 



※都合により、デザインの一部が変更になることがございます。 

③Ｑ＆Ａ形式にすることで見る人の関心をひくこと

を狙いました。スクールカラーを背景に用いることで 

武蔵大学のイメージを定着させます。 

 

③Ｑ＆Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
▎投票は Twitter から 
投票は下記の武蔵大学公式アカウントにて、受付中です。フォロワー以外の方も投票可能です。是非ご参加下さ

い。 
▶Twitter  https://twitter.com/musashiuniv 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■武蔵大学〔アクセス：西武池袋線「江古田駅」から徒歩６分〕 ～都心に近く 緑豊かなワンキャンパス～ 

武蔵大学の前身は、東武鉄道や東京地下鉄道（現東京メトロ）など多くの鉄道事業に携わり「鉄道王」と呼ばれた根津嘉一郎（初代、
1860～1940）が、1922（大正 11）年に私財を投じて創立した日本初の私立旧制七年制武蔵高等学校。戦後の学制改革により、
1948（昭和 23）年４月に新制武蔵高等学校、翌年に新制武蔵大学、新制武蔵中学校が開設され、学校法人根津育英会武蔵学
園として現在に至る。武蔵大学は、経済、人文、社会の３学部８学科からなる文系総合大学。一年次から 4 年間のゼミナールが必修で
「ゼミの武蔵」といわれる。近年ではロンドン大学の学位が取得できるプログラムや国際村の設置などグローバル教育にも力を入れている。 
学長 山㟢哲哉  〒176-8534 東京都練馬区豊玉上 1-26-1 

 
―本件に関するお問い合わせ先― 

武蔵大学 広報室 担当：齋藤（さいとう） 
TEL：03-5984-3813  FAX：03-5984-3727  E-mail：pubg-r@mml.sec.musashi.ac.jp 


